英語科　学習指導案（ＩＣⅢ）

　兵庫県立三木高等学校
指導者　作田　真一　John Cho　神田　周久　Ann Christensen 

1． 対象：第３学年１組（MICコース）２分割クラス　
2． 日時：平成17年11月15日（火）　第４限　（11：40～12：30）
3． 場所：作田　ジョン　視聴覚教室　神田　アン　釜城館洋間
4． 教材：Which side are you on ?　（成美堂）
5． 単元：Unit 14   Gender gap: Should men and women be treated equally? 

6． 単元設定の理由：

男女は公平に扱われるべきかどうかの議論をする。デベートでは、証拠に基づいた議論をする。

7． 単元目標：

（1） 男女の性差による役割分担に基づいた伝統的価値観・社会的通念について再考させる。

（2） 男女雇用均等法以来、機会は保障されてきたようだが、依然として給与格差がある現実をどう捉えるか考えさせる。

（3） ジェンダー論の視点から将来の日本のあるべき姿を考えさせる。

（4） デベートの立論で証拠や資料を探してきて、その要約や要点をまとめ、有効に提示することができる。

（5） 肯定側立論と否定側立論の両方の意見を３つ程度考えることができる。

（6） 肯定側と否定側それぞれの立論の論理的つながりを考え、反駁でもできる限り証拠を提示することができる。

8． 単元計画指導案

第１時間目  Before You Read (p79) Reading 1, 2 Understanding the main ideas ( P80-P81) 立論草稿宿題

第２時間目　Listening ( P82), Discussion tactics(P83) 証拠の提示の仕方と立論の練習　立論草稿提出

第３時間目　Pros and Cons (P83) Taking it further (p84) 

立論と証拠資料の提示の仕方まとめ、反駁練習、グループ別準備練習　立論草稿返却　

第４時間目　デベート第１対戦　とその評価　立論最終原稿提出、フローシート提出

第５時間目　デベート第２対戦　とその評価　立論最終原稿提出、フローシート提出

ジャーナルの宿題の提示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本時）

第６時間目　デベート第３対戦　とその評価　立論最終原稿提出　フローシート提出

ジャーナル回収

9． 本時の目標

１．証拠資料を集め、それを要約し有効に立論を立てることができる。 

２．肯定側と否定側の意見を３つ程度考える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３．それぞれの側の意見を対比して、その論理的関連性を考え、証拠を提示して反駁することができる。
１０．生徒観・授業観

　　　全般的に英語に対しての興味関心は高いクラスである。英語の実力には、かなりの差があるが、リスニング・スピーキングの能力は高い。週２回の授業なので、継続性をもたせることが大切である。

ICⅢ　第３学年１組（MICコース）　Unit 14　第４時間目

11．本時の展開

	過程
	教師の指導内容
	指導形態
	生徒の学習活動
	指導上の留意点
	教材
	評価

	導入

５分
	今回の評価基準の再確認

前回の議論のフイードバック

グループ毎の準備
	グループ
	証拠資料等を用意する。

生徒同士の役割分担を確認する。


	
	
	

	展開40

分
	　

グループ別

デベート

	グループ


	６グループ編成（各グループ３～４名）。
教室を２つに仕切り、２グループずつ対戦する。

１肯定側立論　４分

２否定側立論　４分

３戦略タイム　４分

４肯定側反駁　３分

５否定側反駁　３分

６戦略タイム　４分

７肯定側再反駁３分

８否定側再反駁３分

９審判会議　　５分

10結果発表　 ３分
各自フローシートを書く。

立論最終原稿・フローシート提出。

	立論原稿を見ずに相手の方、または審判の方を向いて大きな声で発表させる。

立論・反駁において十分な証拠（説明・例示・専門家の意見・統計資料）を用いているか。

言語が明瞭でない、意味不明の場合はもう一度言わせる。


	ﾌﾛｰｼｰﾄ

	論理的思考能力と表現力

内容を理解する能力
十分な証拠を使って論点を明確に説明する能力
相手の論点に反駁する能力
評価シートによる評価

Amount 

Content 

Delivery


	まとめ

５

分
	デベートへの講評と振り返り

宿題の提示

	一　斉
	論点を整理する。

証拠について振り返る。
	個々人の意見について振り返りながら、講評する。

ジャーナルの宿題提示


	
	デベートを通じて、自分の論点を深め、相手の反論に対しても反駁できる能力



12．評価

	評価内容

	学習活動における具体的評価基準等

	
	到達目標
	観点別評価基準
	努力を要する生徒への支援

	肯定側(否定側)立論
	自分の意見を明確な証拠に基づいて述べることができる。

自分の意見を積極的に相手に伝えようとする。
	理解力・表現力

活動への意欲関心
	今回はテスト評価のため、特に支援しないが、言い直しを支持する否定側立論の方がやや難しいことを考慮する。

	反駁
	相手の言っていることを正確に受け止め、的を射た反論ができる。


	知識・理解力
表現力

	声の小さい生徒は、

もう一度言うよう

促す。


